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八
月
十
日
は
「
道
の
日
」。
大

正
九
年
八
月
十
日
に
「
日
本
第
一

次
道
路
改
良
計
画
」
が
発
表
さ
れ

た
の
を
記
念
し
た
も
の
で
あ
る
。

み
ち

4

4

は
日
本
古
来
の
大ヤ

マ
ト和

言
葉
で

み4

は
美
し
い
、
ち4

が
道
。
多
く
の

人
が
歩
い
て
踏
み
固
め
ら
れ
、
き

れ
い
な
み
ち

4

4

が
で
き
た
か
ら
だ
ろ

う
。
み
ち

4

4

に
当
て
は
め
た
外
来
漢

字
を
あ
げ
て
み
る
と

道ミ
チ

…
人
が
通
る
一
般
的
な
道
。

　
　

道
徳
的
な
人
の
道

4

4

4

の
意
も
。

路ミ
チ

…�

太
い
縦
道
を
横
に
つ
な
ぐ
道
。

径ミ
チ

…
近
道
・
さ
し
わ
た
し
の
道
。

隧ミ
チ

…
墳
墓
地
下
道
・
ト
ン
ネ
ル
。

未ミ

チ知�

…
道
路
財
源
は
予
想
不
可
能
。

　
「
道
の
日
」
に
因チ

ナ

ん
で
、
当
町

が
中
心
と
な
っ
て
整
備
中
の
道･

路･

径･

隧
の
進
捗
状
況
を
ま
と

め
て
み
た
い
。

①
国
道
三
〇
五
号
（
ホ
ノ
ケ
道
）

　

今
か
ら
十
五
年
前
、
平
成
五

年
四
月
に
、
越
前
海
岸
を
走
る

三
〇
五
号
の
終
点
桜
橋
か
ら
、
更

に
東
に
延
長
し
て
河
内
～
奥
野
々

～
今
庄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
接

「
道
の
日
」
に
想
う

続
す
る
道
と
し
て
、
こ
の
区
間
が

国
道
に
昇
格
さ
れ
た
。
し
か
し
、

財
源
不
足
な
ど
か
ら
工
事
が
行
わ

れ
ず
、
ま
ぼ
ろ
し

4

4

4

4

の
国
道
と
な
っ

て
い
た
。
そ
れ
が
、
法
定
・
南
条

郡
合
併
協
議
会
設
立
時
に
、
合
併

後
の
三
地
区
を
つ
な
ぐ
近
道
―
即

ち
「
径
」
と
し
て
の
こ
の
道
が
、

そ
れ
も
、
雪
に
強
く
す
る
た
め
に

長
い
ホ
ノ
ケ
隧
道
が
絶
対
必
要
と

し
て
、
三
町
村
合
同
で
の
「
国
道

三
〇
五
号
・
ホ
ノ
ケ
山
ト
ン
ネ
ル

建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」
も
設
立

さ
れ
た
。
会
長
の
川
野
村
長
を
先

頭
に
、
赤
星
・
西
村
両
町
長
と
私
、

西
村･

仲
倉
両
県
議
、
三
町
村
議

長
、
地
元
議
員
ら
が
、
国
会
議
員

･

国
土
交
通
省
や
県
に
陳
情
を
重

ね
た
結
果
、
国
は
こ
の
道
を
「
市

町
村
合
併
支
援
特
別
道
路
」
に
指

定
し
、
合
併
前
に
予
算
が
計
上
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
国

交
省
職
員
か
ら
「
こ
の
道
の
経
済

効
果
は
？
」「
合
併
さ
れ
る
の
で

す
か
ら
応
援
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
」
な
ど
の
言
葉
を
聞
く
と
、
私

は
年
甲ガ

イ斐
も
な
く
頭
に
コ
チ
ン
と

き
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
も

の
で
あ
る
。「
こ
の
道
を
十
年
以

上
も
前
に
国
道
に
昇
格
し
た
の
は

国
主
動
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
理

由
は
、
私
達
の
地
域
は
関
西･

中

京
経
済
圏
と
北
陸
経
済
圏
を
結
ぶ

重
要
道
路
、
即
ち
北
陸
高
速
道･

国
道
八
号
・
国
道
三
六
五
号
の
三

本
が
、
南
北
に
平
行
に
通
っ
て
い

る
交
通
要
所
で
す
。
ま
た
、
日

本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
も
あ
り
、

五
六
豪
雪
時
は
も
ち
ろ
ん
、
普
通

の
年
で
も
一
夜
の
ド
カ
雪
の
度

に
、
こ
れ
ら
の
道
が
大
渋
滞
ま

た
は
交
通
止
に
な
る
こ
と
が
あ

り
、
日
本
の
経
済
流
通
に
大
き
な

悪
影
響
を
与
え
て
い
た
。
こ
の
時

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
苦
し
み
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
の
人
達
に
食
料
や
水
を

徒
歩
で
配
布
す
る
役
場
職
員
、
通

勤･

通
学･

通
院･

買
物
の
足
を

奪
わ
れ
る
沿
線
住
民
の
苦
労
は
甚

大
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
道
路
の

雪
害
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
た
め

に
は
、
こ
の
逃
げ
道
の
な
い
三
本

の
主
要
道
を
横
に
連
絡
す
る
道
が

必
要
と
し
て
、
国
が
こ
の
道
を
国

道
に
昇
格
し
た
も
の
で
す
。」
と
。

こ
の
十
年
以
上
前
の
話
は
国
側

は
全
く
忘
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
道
は
、
町
村
合
併
と

は
関
係
な
く
三
主
要
道
を
横
に
結

ぶ
シ
ョ
ー
ト
バ
イ
パ
ス
（
短
絡
迂

～
和
の
風
～
町
長
随
想	

増
澤 

善
和

回
路
）
―
即
ち
「
路
」
と
し
て
国

主
動
で
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
道
も
、
今
年
は
十
億
四
千 

万
円
の
予
算
が
つ
き
、
奥
野
々
坑

口
か
ら
掘
削
工
事
が
開
始
さ
れ
八

号
線
と
の
交
差
点
付
近
は
赤
萩
橋

（
仮
称
）
も
含
め
て
来
年
度
完
成
、

全
体
完
成
は
二
十
六
年
度
の
予

定
。
し
か
し
、
道
路
財
源
が
「
未

知
」
で
あ
る
た
め
、
更
な
る
陳
情

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
が
活
断
層
帯
に
建

つ
原
発
の
事
故
時
の
避
難
経
路
と

し
て
も
、
こ
の
長
い
隧
道
が
必
要

だ
と
思
わ
れ
る
。

②
国
道
八
号
（
国
直
轄
の
防
災
）

　

桜
団
地
か
ら
桜
橋
付
近
は
魔
の

カ
ー
ブ
と
も
い
わ
れ
た
事
故
多
発

地
だ
っ
た
。
新
し
い
「
桜
ト
ン
ネ

ル
」
や
「
河
野
川
橋
」
の
名
前
も

決
ま
り
、
来
年
十
二
月
に
開
通
。

③
国
道
三
六
五
号

　

湯
尾･

孫
谷
の
歩
道
は
来
年
度

完
成
予
定
。
孫
谷
～
板
取
間
の
屈

曲
緩
和
と
孫
谷
川
護
岸
工
事
が
同

時
に
行
わ
れ
、
一
年
に
少
し
ず
つ

工
事
が
進
む
の
で
完
成
は
未
知

4

4

。

④
県
道
「
中
小
屋
・
武
生
線
」

　

こ
の
道
も
計
画
さ
れ
て
か
ら
十

年
以
上
経
過
し
た
道
。
こ
の
道
は

国
道
三
六
五
号
の
王
子
保
～
松
森

の
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
の
バ
イ

パ
ス
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
。

日
野
川
右
岸（
東
側
）住
民
に
と
っ

て
は
重
要
な
生
活
道
で
あ
る
。
今

年
の
春
は
、
道
路
特
定
財
源
で
国

会
が
混
乱
し
た
が
、
よ
う
や
く
五

月
か
ら
下
平
吹
坑
口
か
ら
「
松
ヶ

鼻
ト
ン
ネ
ル
」
の
掘
削
工
事
が
開

始
さ
れ
、
今
年
の
九
月
十
日
に
貫

通
予
定
。
こ
の
隧
道
と
下
平
吹
～

中
平
吹
間
の
道
も
平
成
二
十
二
年

度
末
に
は
完
成･

開
通
の
予
定
。

⑤
県
道
「
南
条･

池
田
線
」

　

促
進
期
成
同
盟
会
が
あ
る
の
に
、

な
か
な
か
進
ま
な
い
未
知
の
道
。

⑥
森
林
基
幹
道
「
越
前
南
部
線
」

　

山
中
峠
か
ら
春
日
野
ま
で
の
山

の
尾
根
近
く
を
南
北
に
約
十
八
㎞

も
あ
る
林
道
。
海
や
山
の
景
色
も

良
く
、
舗
装
さ
れ
る
の
で
観
光
道

と
し
て
の
期
待
も
大
き
い
。ま
た
、

ホ
ノ
ケ
山
登
山
の
中
継
地
点
と
な

る
菅
谷
峠
広
場
に
は
、「
あ
ず
ま

や
風
休
憩
所
」
を
来
年
建
設
を
目

指
し
て
強
く
要
望
し
て
い
る
。

⑦
森
林
基
幹
道
「
今
庄
池
田
線
」

　

杣
木
俣
～
魚
見
間
の
七
㎞
の
林

道
。平
成
二
十
四
年
度
完
成
予
定
。

⑧
国
道
四
七
六
号

　

敦
賀
か
ら
宅
良
地
区
を
通
っ
て

大
野
ま
で
の
道
だ
が
、
現
在
杣
木

俣
と
池
田
町
東
俣
区
間
が
不
通
。

ホ
ノ
ケ
道
の
次
に
力
を
入
れ
る
道

と
し
て
、
促
進
期
成
同
盟
会
の
活

動
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

⑨
河
野
有
料
道
路

　

今
年
の
十
月
よ
り
無
料
化
さ
れ

て
県
道
に
な
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ

て
、大
谷
～
国
道
八
号
も
県
道
に
。

⑩
南
条
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

　

用
地
交
渉
中
の
未
知
な
る
道
。

道路名 距離（km）
事業費（億円）

完成予定年度
総事業費 ～ 19年度 20年度 21年度～

国道 305 号 7.16 106.2 25.4 10.7 70.1 平成 26年度
奥野々～河内 6.4 90.9 16.7 7.2 67.0 平成 26年度
河内～赤萩 0.7 14.0 8.0 3.2 2.8 平成 21年度
糠（災害） 0.1 1.3 0.7 0.3 0.3 平成 21年度

国道８号（国直轄）
　トンネル・橋など 1.3 国直轄事業であり促進

期成同盟会もなく不明 4.7 不明 平成 21年 12月

国道 365 号 2.3 5.1 2.2 1.3 1.6 －
湯尾（歩道） 0.9 2.9 1.4 0.7 0.8 平成 21年度
孫谷（ 〃  ） 0.9 0.4 0.2 0.1 0.1 平成 21年度
孫谷（改良） 0.5 1.8 0.6 0.5 0.7 未知

県道中小屋・武生線 4.4 34.5 18.0 5.5 11.0 平成 22年度
向新保～下平吹 1.7 19.2 6.0 5.5 7.7 平成 22年度
下平吹～上平吹 2.7 15.3 12.0 － 3.3 平成 22年度

県道南条・池田線 3.7 0.4 0.1 0.1 0.2 未知
森林基幹道越前南部線
（春日野～山中峠） 17.5 54.6 40.2 1.8 12.6 平成 25年度

森林基幹道今庄池田線
（杣木俣～魚見）

6.8
（南2.6+池4.2） 17.8 2.7 1.0 14.1 平成 24年度

← 大良・敦賀方面（国道８号）

河
内
集
落 

↓ 

↑ 河野川橋

赤萩橋（仮称） →

赤萩・河野方面 →

桜トンネル →

← 国道305号
     （滞雪スペースを含むので
      道路幅は約３ｍ広くなる）

林
道
北
谷
線
・
奥
野
々
方
面 

→

× 休憩所建設予定地

↓ 武生・春日野方面

ホ
ノ
ケ
山
登
山
道

← ホノケ山頂上

今庄・山中峠 →

林
道
北
谷
線
・
奥
野
々
方
面 

→

× 休憩所建設予定地

↓ 武生・春日野方面

ホ
ノ
ケ
山
登
山
道

← ホノケ山頂上

今庄・山中峠 →

▼現在の国道 8号と国道 305 号交差点付近
（平成 21年度中に完成予定）　　　　　　

▲森林基幹道越前南部線の菅谷峠付近

▼国道 365 号（孫谷～板取）
　道路屈曲緩和と孫谷川護岸改修

▲中小屋・武生線、松ヶ鼻トンネル
下平吹坑口　　　　　　　　　　


